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問１．

問２．ピロールとピロリジンについて、次の性質の違いの理由を化学式等を用いて説明せよ。

1)　ピロールの pKb = 13.3、ピロリジンの pKb = 2.7

　　（pKb = -log10Kb は塩基性の尺度であり、Kb は、 Base + H+   ?  BaseH+ の平衡定数である）

2)　酢酸無水物との反応：

問３．

1)　次の HBr 付加反応の主生成物を記せ。反応機構を明記すること。

(a)  CH3-CH=CH-CO2CH3     (b)  CH3-CH=CH-C6H5

2)　HBr が塩化ビニル（ClCH=CH2）に付加すると 1-ブロモ-1-クロロエタンを生成する。付加速度はエ

チレンの付加に比べて遅い。この反応において、二重結合電子の反応性を制御しているのは、どのよう

な置換基効果か。付加の選択性（配向性）を制御しているのは、どのような置換基効果か。（芳香族求

電子置換反応における置換基効果との類似性をヒントとせよ）

問４．

１）上記は教科書の文章の一部である。椅子型配座を描いて、安定であるという主張の根拠を述べよ。
２）キラル中心元素に＊を付せ。この化合物の鏡像異性体、ジアステレオマー、およびアノマーはそれぞれ
いくつあるかを答えよ（この化合物自体は勘定に入れない）。

３）この糖を水中で NaBH4 により還元して得られる物質を、Fischer 投影式を用いて書け。

問５．

（まず、最も酸性の強いプロトンを指摘せよ。この設問では光学分割は考えなくてよい。）

ピロール ピロリジン

アスパラギン酸（Asp） フェニルアラニン（Phe）

アミノ酸の構造式については、以下を参考にせよ。


